
※（　）内の数字はH28年度予算

　○ボランティア活動の推進 　○相談体制の充実 　○地域の支え合い活動の担い手の育成・確保
　　・ボランティア推進校育成支援　　1,171（1,175）

　　・総合相談事業の実施　　350（396） 　　・民生委員児童委員活動への支援

　　・ボランティアセンターの運営と機能強化　　14,397（13,013）

　　・生活困窮者自立支援事業の実施　　7,109（6,702) 新 ・生活支援体制整備事業の実施　　2,300（0）

　　・ボランティアの発掘・養成講座の実施・男性ボランティアの養成 　　　　　生活困窮者からの相談に応じ自立に向けた支援を行う

　　　　　440（540）

　　　　地域ニーズの把握、ボランティア講座の開催 　○要介護者等や子育て家庭等への生活支援
　　・ボランティアニーズ調査・交流会開催　　200（253） 　○日常生活自立支援事業の実施　6,236（6,034）

　　・在宅介護支援事業・居宅介護支援事業の実施　　24,756（24,582）

　○地区社会福祉協議会の活動支援 　○地域子育て支援事業の推進
　　・地区社会福祉協議会活動支援　　3,277（3,286）

　　・ホームヘルプ事業、愛の宅急便事業の実施　　17,995（18,800） 　　・地域子育て支援事業の推進　1,500（1,663）

　　　　介護や家事等、援助を必要とする家庭を支援する

　　・ケアネット活動の推進　　9,710（9,709）

　　・配食サービス事業の実施　　9,312（9,216） 　　・子育て応援事業の実施　470（500）

　　・地区社会福祉協議会の基盤強化　　4,860（4,860）

　　　　地区社会福祉協議会の実践活動を充実させ、基盤の強化を図る 　　　

　　・地区社協連協支援事業　　400 (400) 　　・移送サービス事業の実施　　5,658（5,114） 新　〇地域公益活動推進事業の実施　230（0）

新　○介護予防・日常生活支援総合事業推進に向けた連携強化 　　・福祉用具貸出事業の実施

　　　　介護の必要な方の外出や福祉体験等の教材として貸出 　〇成年後見制度法人後見支援事業の実施

　　・ファミリーサポートセンター事業の実施　　3,000（3,075） 　　・市民後見人養成講座基礎研修（２期）の開催　　908（1,378）

新　○地域福祉シンポジウムの開催（社会福祉大会と同時開催）

　○避難行動時・緊急搬送時の支援体制充実 　○社会福祉協議会の基盤強化

　○当事者の社会参加促進 　　・組織体制

　　・高齢者交流サロン事業の実施　　7,894（12,500） 　　・財政運営

　　・広報・ホームページ等による市民への情報提供　　3,569（4,001）

　　　　広報紙「福祉いみず」の充実

　　・地域ふれあいサロン事業への支援　　12,048（12,910） 　　　　広報紙面の全ページカラー化

新　○住民意識調査事業の実施　　737（0） 　　・顧問弁護士

　　・福祉バス運営事業の実施　　3,671（3,725）

　　・点訳・音訳・手話奉仕員養成講座の実施　　2,405（2,311） 　○善意銀行事業の実施　　537（537）

　　・手話奉仕員派遣事業の実施　　248（270）

　　　　活動の推進と連絡調整、活動の強化に関する調査研究を行い、資質向上と
　　　　相互の連携を図る

　　　　ボランティア活動推進のため「相談・援助」「情報提供」「連絡調整」「活動基
　　　　盤の整備」等を行う

　　　　大島地区での”支え合い体制づくり”を支援するため、第２層コーディネータ
　　　ーを配置する。

　射水市社会福祉協議会　平成２９年度事業予算

基本理念：「互いに助け合い支え合うまち　射水」

（単位：千円）

１　地域づくり（みんなが参加する） ２　支援体制（みんなで見守る） ３　連携強化（みんなでつながり支え合う）

　　　　判断能力が十分でない方や日常生活を営むのに支障がある方に対して、
　　　　情報提供、相談、手続き支援を行う

　　　　・在宅介護等に関する総合的な相談に応じ、サービスや申請手続きの代行
　　　　・介護サービスを受けるための具体的サービス内容を相談・決定し、ケアプ
　　　　　ランを作成する

　　　　地域における福祉コミュニティ醸成のため、地区の会費納入額の25％を活
　　　　動費助成する

　　　　幼児期から高齢者までの要支援者を対象に、地域で安心して生活ができる
　　　　まちづくりを進める 　　　　ひとり暮らし等高齢者宅に、栄養バランスのとれた食事の提供をするととも

　　　　に、安否確認を行う

　　　　各地域での子育て支援活動への取り組みを促し、子育てしやすい環境の整
　　　　備・充実を図る

　　　　・障がい者・高齢者等で、公共交通機関での通院が困難な方の利便性を図
　　　　　る

　　　　体験学習を通じて社会福祉への理解と関心を高め、日常生活の中で地域と
　　　　関わりを持ち、「助け合い」「支えあい」の心の醸成と浸透を図る 　　　　　住民の心配ごとの相談に対して、適切な助言や指導等を行い、地域福祉

　　　　　の増進に寄与する

　　　　市民対象に技術指導を行い、従事する奉仕員を養成し、障がい者の社会
　　　　参加に資する

　　　　聴覚障害者等の日常生活上のコミュニケーションの支援と交流活動促進を
　　　　図る

　　　市や地域包括支援センター等の関係機関との連携を緊密にしながら、地域課
　　　題会議への積極的な参加やケアネット活動の普及啓発を図るなど、住民主体
　　　による円滑な事業の推進を目指す。

　　　　子育てを応援したい方と子育てを応援してほしい方が会員登録し、子育てを
　　　　相互で援助する

　　・地域支え合い事業（避難行動要援護者支援事業・いのちのバトン普
　　　及事業）の実施　　2,884（2,735）

　　　　高齢者の連携意識を高揚するとともに、健康保持、認知症予防、社会的孤
　　　　独感の解消を図る

　　　　ボランティアグループ、地区社協、施設、学校等の課題やニーズ調査及び
　　　　ボランティアセンターに登録している団体、個人の絆を深める

　　　　地域住民が主体的に「避難行動要援護者支援台帳」や「いのちのバトン」を
　　　　管理し、緊急時や災害時、日頃の見守りに活用する

　　　本市における今日的な福祉課題を共有し、市民協働の促進を図るため、「社
　　　会福祉大会」にあわせ開催する。

　　　　子育て中の親子の孤立を防ぎ、地域の方の協力を得ながら、子育てができ
　　　　る環境を作り出していくため、子育てに関する企画や研修会を開催する。

　　　　地域における公共的な取り組みの推進を図るため、市内社会福祉法人
　　　　が連携を深めながら、福祉ニーズの把握、福祉課題の共有及び解決方
　　　　法等について検討を進める。

　　　　判断能力が不十分な方の生活を支援する市民後見人を養成する講座を
　　　　開催する。

　○大島社会福祉センター、新湊交流会館（指定管理）、小杉社会
　　 福祉会館（指定管理）の適切な管理・運営　　37,245（42,903）

　　　　地域ごとの活動拠点において、地域内の高齢者等の健康保持、社会的孤
　　　　独感の解消を図る

　　　　市民（高齢者）が社会福祉協議会に求める福祉課題を把握するためのアン
　　　　ケート調査を実施する。（各地域における異なる買い物環境の実情等を把握
　　　　し、ニーズに即した対策を検討する。）

　　　　・各種福祉団体の研修や交流活動の促進
　　　　・各種大会等への参加促進

　　　　地域包括ケア体制の推進に向けた情報交換・研修等を実施する


